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１月の活動報告  テーマ：名誉にかけて 

６日 新年集会＆班集会   

３１団の新年集会は毎年恒例

ですが、今年は、平成最後の新

年集会でした。新年祈願祭では、

今年も、楽しく、安全に活動で

きるようにお祓いをしていただ

きました。お祓いの後は、お待

ちかねのお茶会です。おいしい

お菓子と、ベンチャースカウト

のお点前を頂戴しました。 

お茶は平安時代から貴族た

ちの間で既に飲まれていたそ

うです。一般に広まったのは、

鎌倉時代に栄西（えいさい）と

いうお坊さんが中国からお茶

の種を持ち帰ったことがきっ

かけでした。元々お茶が日本に

伝えられたころは、お茶の飲み

方といえばみな、粉にしたお茶

をお湯で溶いて飲む「抹茶」のス

タイルでした。急須を使って入

れる「煎茶」のスタイルは、江戸

時代になってから広まったそう

です。 

 一服頂戴した後は、班集会で一人ひとり絵馬に今年の目標や

願い事を記して参道にかけてきました。神様はみんなの願いを

聞き届けてくれました。その願いは、自分自身の努力なしに神様

は叶えてくれませんよ！がんばれスカウト！ 

２７日 隊集会＆班会議 

 初級スカウトの３名が。２級ス

カウト章課目の仕上げの段階と

なりました。スカウトの基本的な

知識をどれだけ身に付けている

か確認の意味も込めて、「君は知

っているか？」と題して、個人戦

のクイズ大会を実施しました。隊

長が思っていたよりスカウトた

ちはちゃんと身に付けていたこ

とに驚きでした。 

月の輪スカウトは、月の輪リー

ダーの指導のもとで、月の輪課目

に取り組みました。 

午後からは班会議で、２級章課

目仕上げの２級ハイキングにつ

いて話し合われ、計画書を作成しました。多少手直しが必要です

が、実施に向けて体調管理と体力づくりをしておきましょう。 

２級ハイクの成功を祈っています。 

初級スカウト章認証 
高橋明希さんが、初級スカウト章課

目を全て履修し、1/27 団面接が行

われました。面接担当者全員一致で

進級が認証され、団委員長から初級

スカウト章が授与されました。おめ

でとう！２級スカウトもそう遠くは

ないよ！ 

２月の活動予定：世界の総長 

①１１日（月・祝）班集会 

 集合：９：３０ 

 場所：JR秋田駅 

 訓練用具：スカウトセット・ハイキングセット 

      おにぎり 

 内容：B-P祭記念雪中１０ｋｍ班ハイク（２級ハイキング） 

 解散：１６：３０頃 

②２３日（土）～２４日（日）特別集会（スキー訓練） 

集合：８：００ 

 場所：スカウトハウス集合 

 訓練用具：スカウトセット・スキーウエア 

      １泊２日の舎営に必要なもの 

      スキー用具一式（持っているスカウトのみ） 

      参加費・健康調査書・健康保険証・１日目昼食 

 内容：スキー訓練 

 解散：２４日 １９：００（スカウトハウス） 

※詳細は郵送済みの案内を参照 

出欠連絡：集会の３日前まで隊長へ ℡090-8921-3295 

         ※ 必ずスカウト本人が電話連絡すること。 

     ※ フクロウ班は不参加の場合にのみ連絡すること。 

     ※ ツバメ班は、参加の場合にのみ連絡すること。 

                     （ツバメ班は中学１年生男子） 

スカウトの豆知識 【スカウトのモットーについて】 
 B-Pは、自身の著書の中で、スカウトのモットーについて以

下のように述べています。 

「スカウトのモットーは、そなえよつねにであるが、それは、

自分の義務を果たすための準備が精神的にも、肉体的にもいつ

でもできているということだ。精神的なそなえよつねにとは、

いつも命令に従う訓練ができているということ、また、起こり

そうな事故、ありそうな事態をあらかじめ手落ちなく考えて、

そのような時に出会ったら、その時にうつべき正しい方法を知

っていて、それを実行する心構えがあることだ。肉体的なそな

えよつねにとは、適切な時に正しい行動がとれるように、強く

て敏活に動ける体にしておくこと、そして実際に正しい行動を

することだ。」と。 

 「ちかい」と「おきて」を実践することが、自分の義務を果

たすことにつながります。 

保護者の皆様へ 
 先日は、お寒い中、保護者会にご参加頂きありがとうございま

した。スキー訓練についてご説明をさせて頂きましたが、不詳な

点がありましたら、阿部副長に直接問い合わせて頂きますよう

お願いいたします。また、今後も、スカウトたちが「スカウト活

動って楽しい」と感じる活動が展開できる隊運営を目指してい

きたいと思っていますのでご支援ご協力をお願いいたします。 

 


